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県議会報告を街頭から行っていま
 和

也
の
近
況 

二
一
日
、「
四
国
で
梅
雨
が
明
け
た
模
様
」
の
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ
、
い
よ
い
よ
暑
い
夏
の
始
ま
り
で

す
。
各
地
で
、
熱
中
症
の
ニ
ュ
ー
ス
も
同
時
に
流

れ
て
き
ま
す
。
四
万
十
市
で
は
土
曜
夜
市
、
市
民

祭
と
楽
し
い
行
事
も
あ
り
ま
す
。 

暑
い
中
私
は
、
四
人
の
市
会
議
員
と
一
緒
に
、

街
頭
か
ら
の
議
会
報
告
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

議
会
報
告 

︵
大
変
な
暮
ら
し
の
県
民
に
直
接
の
支
援
を
） 

四
年
越
し
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
の
低
迷
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
、
諸
物
価
の
高
騰
、
電
気
代
の
値
上
げ
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
自
己
負
担
の
毎
年
の
値

上
げ
が
続
き
ま
す
。
七
月
か
ら
は
、
四
万
十
市
で
も
国
保
税

が
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
年
金
や
賃
金
は
思
う
よ
う
に

上
が
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
岸
田
内
閣
で
は
五
年
間
四
三

兆
円
の
軍
事
費
増
強
と
、
そ
れ
に
伴
う
増
税
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
今
や
る
べ
き
は
子
育
て
支
援
、
食
料
確
保
の
た
め

の
農
業
支
援
、
日
々
の
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
県
民
へ
の

直
接
支
援
で
す
。
実
現
め
ざ
し
頑
張
り
ま
す
。 

（
現
在
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
ま
す
） 

六
月
二
日
国
会
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康

保
険
証
の
情
報
を
入
れ
込
み
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
と
し
、
併

せ
て
来
年
秋
に
は
、
現
在
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ

と
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
の
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
は
、
他
人

の
情
報
が
間
違
っ
て
入
る
こ
と
も
あ
り
、
国
民
の
中
に
不

安
と
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
六
月
県
議
会
に
「
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
」
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、
賛
成

討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

和
也
の
願
い 

小
学
校
の
夏
休
み
が
始
ま
り
、
小
６
年
生
３
名
が
お
ぼ

れ
て
水
死
の
報
道
に
ア
ッ
と
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
が
主
催
す
る
小
学
生
の
水
泳
教
室
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
死
亡
し
た
子
ら
は
、「
水
泳
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
」
と
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
夏
休
み
は
こ
れ
か
ら
が

本
番
、
思
い
出
は
楽
し
い
も
の
だ
け
に
、
悲
し
い
思
い
出
は

い
り
ま
せ
ん
。 

「ストップ！温暖化」のノボリ旗を持ち、暑い中熱

く訴えています 


